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〔学
　
会〕
三月十八日
　
創価大学『日本語日本文学』第二十八号
　
発
　
行
十月十九日
　
日本語日本文学会（学生の部）十三時〇五分
～
　
中央教育棟ＡＷ四〇二教室
十一月十六日
　
平成三十年度日本語日本文学会大会
　
十五
時～
　
本部棟Ｍ二○三教室
〔会
　
員〕
◇蓮沼昭子教授◇三月十八日
　
論文「自然談話における副詞の応答用法―
『もちろん』 『たしかに』 『なるほど』を例に―」 『日本語日本文学』第二十八号
　
創価大学日本語日本文学会
三月二十六日
　
論文「譲歩のレトリックの言語的指標とそ
の機能―コーパスの用例観察を通して―」 『日本語教育連絡会議（２０１７）論文集』
V
ol.30　
論文集
V
ol.30
編
集局
　
カーロリ・ガーシュパール・カルビン派大学（ハ
ンガリー）
五月二十六日
　
学会パネル・セッションの司会
　
ポリー
･
ザトラウスキー、福留奈美、水藤新子、蓮沼昭子「食べ物を通した日本語教育―体験を語る評価、オノマトペ、感覚表現―」日本語教育学会春季大会
　
東京外国語大学
九月六日
　
国際シンポジウム「新世代の日本語学習」に出
席。プーラ大学人文学部（クロアチア）
九月七日～八日
　
第
31回日本語教育連絡会議に出席。プー
ラ大学人文学部（クロアチア）
九月七日
　
研究発表「談話における『もちろん』の機能」
第
31回日本語教育連絡会議
十月二十日
　
項目執筆「終助詞」日本語学会編『日本語学
大辞典』東京堂出版
十一月十六日
　
講演「譲歩のレトリックの言語的指標とそ
の機能―僕はゴールドメダリストになれたかも れませんが―」平成三十年度
　
創価大学日本語日本文学会大会
一月～十二月
　
学会誌『日本語教育』 『言語研究』への投
稿論文の査読を担当。
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◇金子弘教授◇四月二十一日
　「明治の宮本武蔵」 （ 《文学と宗教》研究会、
講座担当）
十月二十日「アストン」 （ 『日本語学大辞典』日本語学会編、
東京堂出版）
十二月一日「 ［書評］服部隆『明治期における日本語文法
研究史」 （ 『日本語の研究』第十四巻四号、日本語学会、武蔵野書院）
◇山岡政紀教授◇一月二十六日
  「日本語配慮表現の分類と語彙リスト」 『日
本語コミュニケーション研究論集』第七号、日本語コミュニケーション研究会
二月二十七日
　
共編著『ヒューマニティーズの復興をめざ
して―人間学への招待』勁草書房（共編著者：山岡政紀・伊藤貴雄・蝶名林亮）
二月二十七日
　
対談「人間とは何か？」前掲編著書イント
ロダクション（対談者：山岡政紀・伊藤貴雄・蝶名林亮）
二月二十七日
　「生命への配慮とはどういうことか―脳死
臓器移植問題を通して」前掲編著書第一章
三月二十五日
　
講演「古川智映子『小説土佐堀川』を読む」
（ 《文学と宗教》研究会、創価大学）四月一日
　
科学研究費補助金・基盤研究（Ｂ）研究課題
「日本語配慮表現辞典の基盤形成のための配慮表現正用・誤用データベースの構築」 （研究期間：二〇一八年度～二〇二一年度、研究代表者：山岡政紀、研究分担者：十二名、研究協力者：八名）の採択を受ける。
六月二日
　
招待講演「日本語固有の配慮表現と中級表現文
型」北京大学創立一 〇周年記念国際学術シンポジウム「日本と世界：文明の伝播、交流と発展」
六月二十三日
　
インタビュー記事『ヒューマニティーズの
復興をめざして』編著者に聞く（聖教新聞文化欄）
八月十日
　
共著『新版・日本語語用論入門──コミュニ
ケーション理論から見た日本語』明治書院（共著 山岡政紀・牧原功・小野正樹）
八月二十九日～三十一日
　
日本語コミュニケーション研究
会合宿（東急イン熱海駅前）を主催者として開催。科研費の研究分担者・協力者を中心に十九名が集う。
八月三十日
　
基調講演「配慮表現プロジェクトの理念と研
究計画」 （日本語コミュニケーション研究会合宿）
九月一日
　
講演「人間学の扉（三）普遍的宗教性から寛容
と協調を学ぶ」 （創価大学夏季大学講座）
十月二十日
　
項目執筆「機能文法」 「発話行為」の項、日
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本語学会編『日本語学大辞典』東京堂出版
十一月十八日
　
書評「ケビン・クレメンツ、池田大作著
『平和の世紀へ
　
民衆の挑戦』 」石塚義高編『価値創造学
体系序説
　
第二巻』幻冬舎所収
十二月一日、二日
　
日本語用論学会第二十一回大会（杏林
大学井の頭キャンパス）において大会運営委員長として大会運営にあたる。
一月～十二月
　
日本語用論学会運営委員・常任委員とし
て、学会運営、査読等にあたる。
◇山本忠行教授◇三月一日
　
ブックスクウェア「佐藤慎司・佐伯胖編『かか
わることば―参加し対話する教育・研究へのいざない』東京大学出版会」 （ 『学光』第四十二巻第十号、創価大学通信教育部）
三月十日
　
大学日本語教員養成課程研究協議会主催・緊急
ワークショップ「複言語環境下にある子供の日本語教育を担う教師を育てる」 （早稲田大学）を事務局長として運営する。
五月一日
　「自立学習入門講座
31・全体を俯瞰する読み方」
（ 『学光』第四十三巻第二号）五月二十五日
　
大学日本語教員養成課程研究協議会の春季
大会シンポジウム日本語教員養成カリキュラムの現状と課題―これからの日本語教員養成カリキュラムを考える―」 （お茶の水女子大学）を代表理事として開催する。
七月十四日
　
大学日本語教員養成課程研究協議会・夏の講
演会「教科学習を支援する年少者 本語教育と教員養成」 （大田区立池上 館）を代表理事として開催
八月十二日
　
論文「言語による価値創造を目指して（３）
―表現力を伸ばすための発問指導―」 （ 『創価大学通信教育部論集』二十一号
　
pp.37-59 ）
九月十九日
　
文化庁日本語教育推進会議（第９回）に大学
日本語教員養成課程研究協議会代表理事として出席し、報告を行う。
十月十三日
　
大学日本語教員養成課程研究協議 秋季大会
シンポジウム「日本語教員養成課程における新たな就活・キャリア形成とは―日本語教育機関から一般企業まで―」 （清泉女子大学）を代表理事として開催する。
十一月二日
　
国際交流基金「日本語パートナーズ感謝蔵贈
呈式および交流会」 （キャピトル東京）に 業委員として出席する。
十二月六日
　
国際交流基金「日本語パートナーズ事業委員
会」 （国際交流基金本部）に事業委員として出席し、意見を述べる。
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◇守屋三千代教授◇三月十八日
　
論文「事態の主観的把握と『ナル表現』―認
知類型論の観点より―」 『日本語日本文学』第二十八号創価大学
三月二十七日・二十八日
　
科研費による第二回ナル表現研
究会「 『ナル表現』をめぐる通言語的研究―旧約聖書に見られる出来・存在・変化の表現を中心に―」を主催
三月二十七日
　
開会挨拶「これまでの『ナル表現』研究と
本研究会のねらい」
三月二十七日
　
山本美紀氏とともに研究発表
　『旧約聖書
に見られる出来・存在・変化の表現：日本語』
四月二十七日
　
論文「 『ナル表現』をめぐる通言語学的研
究―日本とユーラシアの『ナル表現』 」 『日本認知言語学会論文集』第十八巻
 
四月二十七日
　
論文「ユーラシアの『ナル表現』から日本
語の『ナル表現』を再考する」 『日本認知言語学会論文集』第十八巻
六月七日～九日国際学術シンポジウム「韓国における日本
研究と日本における韓国研究」 （漢陽大学校 学国際比較 究所）に参加
六月九日
　
講演「いま韓国語・中国語母語話者に対する日
本語教育に求められるもの―認知言語学をふまえて―」（於漢陽大学校）
七月二十五日
　
論文「 『ナル表現』研究の新たな試み」 『日
本語言文化研究』第五輯
　
延辺大学
七月二十五日
　
論文「認知言語学から見た日本語」 『日本
語言文化研究』第五輯
　
延辺大学
八月十七～十九日
　
漢日対比語言学検討会参加
　
蘇州大学
八月十八日
　
漢日対比語言学検討会貢献賞受賞
八月十八日
　
研究発表「日本語の『ナル表現』とハイコン
テキスト」漢日対比語言学検討会
九月八日
　
ワークショップ司会「 『ナル表現』とは何か―
出来・存在・変化の観点から考える―」日本認知言語学会全国大会（於静岡大学）
九月八日
　
研究発表「日本語の『ナル表現』 」日本認知言
語学会全国大会ワークショップ（於静岡大学）
九月九日～十六日
　
北京日本学研究センター言語コース集
中講義を担当。 （前半）
九月十二日
　
北京日本学研究センター二年生修士論文中間
報告会で指導。
十二月十六日
　
日本語文法学会編集委員会
　
立命館大学
十二月 十二日～ 十九日
　
北京日本学研究センター言語
コース集中講義を担当。 （後半）
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十二月二十五日
　
北京日本学研究センター三年生論文報告
会で指導。
四月より「日本語文法学会」編集委員、 「日中言語研究と
日本語教育」編集審議委員を務める。
◇山中正樹教授◇三月
　
単著『日本文学概論』 （創価大学通信教育部、
四百十六頁）
三月
　
共著『世界文学への招待』 （創 育部、
「第９章
　
近代日本文学の基層的特徴をめぐって――序
説・西欧人と日本人の〈自我〉意識の違いを中心に――」（pp.219-242 ）を執筆。
三月
　
共著『表現文化論入門』 （創価大 通信教育部、 「第
２章
　〈文化記号論〉への招待」 （
pp.67-133 ）と「結論
　
〈表現文化〉の可能性をめぐって」
(pp.243-254 ）を執筆。
六月
　
研究評論「研究動向
 川端康成研究展望（２０１７・
　
１～２０１７
･
12） 」 。川端康成学会機関誌『川端文学へ
の視界』二〇一八年六月） 。
七月二十一日
　
講演「近代小説に見る人間存在の不条理を
めぐって
 ―横光利一「蠅」を中心に―」 （ 《文学と宗教》
研究会
　
於、創価大学）
九月十日
　
講演「近代日本文学の発生と展開」 （吉林大学
公共外国語教育学院主催、学術サロン
　
於、吉林大学） 。
九月十七日
　
講演「川端康成文学の特徴をめぐって――
　
ノーベル文学賞受賞と「雪国」を中心に――」 （吉林大学公共外国語教育学院主催、学術講座
　
於、吉林大学） 。
十月八日
　
講演「近代日本文学研究の現在――研究方法を
めぐって――」 （吉林大 公共外国語教育学院主催、学術サロン
　
於、吉林大学） 。
十月十三日
　
第９回中国吉林省大学生日本語スピーチコン
テスト（主催：吉林省人民対外友好協会
　
於、長春華僑
外国語大学）において、審査委員を務める。
十月十四日
　
研究発表「異文化理解のための〈文学教育〉
を利用した日本語教育につい 」 （２０１８年日本語教育とシラバスデザイン国際シ ポジウム、主催：中 教育部大学外国語教学指導委員会日本語分会・大学外国語教学研究会日本語分会、於、吉林大学）
十月十五日
　
講演「Ｒ・バルトの批評理論と文学作品の
〈読み〉をめぐる新たなる視点について」吉林大学公共外国語教育学院主催、 術サロン
　
於、吉林大学）
十月
　
研究論文「川上弘美「神様２０１１」が描き出すも
の―「 〈神〉の非在」と対峙する「わたし」―」 （田中実・須貝千里・難波博孝編著『
21世紀に生きる読者を育てる
 
第三項が拓く文学研究／文 教
 高等学校』明治図書
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出版株式会社、二〇一八年一〇月所収）
一月～十二月
　
川端康成学会
　
常任理事（四月まで） ・特
任理事（四月から） 。
八月～十二月
　
吉林大学（中国吉林省長春市）および南京
師範大学（中国江蘇省南京市）にて、在外研究を行う。
十二月
　
日本文学協会
　
委員（任期、二〇一八年十二月～
二〇二〇年十二月） 。
　
◇大塚望教授◇一月二十七日
　
講演「ノーベル文学賞作家カズオ・イシグ
ロの作品と言語」 《文学と宗教》研究会
三月十八日
　
論文「 『する』文と『ある』文の発話機能―
発話機能論を通して見る多機能性―」 『日本語日本文学』第二十八号、創価大学日本語日本文学会
◇山本美紀助教◇三月十八日
　
論文「藤原定家の本歌取りと「物語二百番歌
合」―
 共通する創作手法・読む行為
 ―」 （ 「日本語日本
文学」二八号、創価大学日本語日本文 会）
三月八日
　
講師「小説「夜の靴」朗読会」 （上郷地区自治
振興会・横光利一を顕彰する会
 主催、山形県鶴岡市上
郷コミュニティーセンター）
六月三日
　
口頭発表「文学を読むという行為―
 「古今和歌
集」の歌に付される未来性
 ─」 （全国大学国語国文学会
夏季大会、於：二松学舍大学）
八月十日
　
口頭発表「日本語と中国語の「ナル表現」 」 （日
中言語文化研究国際共同シンポジウム二〇一八国際学術検討会、於：中国
 南京大学）
八月十八日
　
口頭発表「日本古典文学における「ナル表
現」 」 （第一〇届漢日対比語言学国際学術検討会、於：中国
 蘇州大学）
十二月十五日
　
森敦文学研究会「言葉に〈ふれる〉 」にお
けるシンポジウムでファシリテーターを務める。
八月～
　
解釈学会委員として、論文の査読、学会運営に従
事する。

